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１．研究計画の概要 
(1)卵巣がん、子宮体がん、子宮頸がんの治
療開始前静脈血栓塞栓症（VTE）の発生頻度
と危険因子を抽出する。 
 
(2)婦人科悪性腫瘍手術後に発生する症候性
VTE の予防法を確立する。 
 
(3)組織因子（TF）の発現を免疫組織学的に
検討し、発生機序の一端を解明する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)子宮体がんの治療開始前の VTE の頻度と
危険因子については第一報を英文紙に報告
し、子宮頸がんの頻度と危険因子の報告の際
には up date を報告する。 
 
(2)卵巣がんについては本研究スタート前に
英文紙に第１報を報告しているが、これも子
宮頸がんの報告時に up date する。 
 
(3)子宮頸がんについてはデータの解析が終
了し、現在英文論文の執筆中である。 
 
(4)TF に関する基礎研究部分は子宮体がん、
卵巣がんで免疫染色を進めているが、研究期
間内に英文紙への投稿は困難と思われる。期
間内投稿できない場合でもデータの収集ま
では終了し、研究期間終了後であっても報告
は行う。 
 
３．現在までの達成度 
①臨床研究部分は当初の計画通りに進んで
いる。 
（理由） 
特段の障害がないため。 

②基礎研究部分は計画より遅れている。 
（理由） 
免疫染色の条件設定にとまどった事、力点を
臨床研究の面においていた事による。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)臨床研究はこのまま進め論文化するとと
もに、学会発表や講演会を通して成果を社会
に還元する。 
(2)基礎研究部分は着実に研究を進め、場合
によっては次期間での論文報告を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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